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日 時   2020 年 10 月２４日（土）10:00～12:00 

場 所   鶴瀬公民館 ホール 

講 師   鳥海謙一 氏(生涯学習課長) 

参 加 者   ２１人 

 

「行政と市民生活」第４回はコロナ禍のため延期に

なりましたが、東京オリンピックの開催と言う節目の

年に当たり、オリンピック関連の講座としました。 

テーマは「元気市民との生涯スポーツ計画―オリン

ピック・パラリンピックについてー」とし、鳥海謙一氏

（生涯学習課長）をお迎えして行なわれました。 
 

 当日のタイムスケジュールは 

１ オリンピック・パラリンピック全般説明  

２ 休憩  

３ セルビア（ホストタウン）説明  

４ 質疑応答 

５．閉会 

講義は前半オリンピック・パラリンピックについての全般説明、後半はセルビア共和国

のアナ・ロゴさん（埼玉大学院生、留学生）によるセルビア共和国（ホストタウン）の紹

介で進められました。 

 

 

講師 鳥海生涯学習課長 
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１．前半の講義 

１．オリンピック・パラリンピックについての全般説明 

   ・オリンピック、パラリンピックとは 

   ・シンボルマークの説明 

   ・オリンピック、パラリンピックの歴史 

   ・富士見市のオリンピアンと活躍選手 

   ・聖火リレー 

   ・オリパライベント、サポーター 

２．生涯スポーツについて 

   ・生涯スポーツとは 

   ・富士見市スポーツ推進計画 

   ・本計画におけるスポーツの定義 

３．ホストタウンの取り込み 

   ・ホストタウンとは、その取り組み 

   ・セルビア共和国のホストタウンとしての活動 

４．事業効果～レガシー創出 

２．後半の講義 

 １．セルビア共和国について 

    ・セルビア共和国の概要 

    ・気候 

    ・伝統文化 

    ・食べ物 

    ・スポーツ 

    ・祭り 

 

 

アナ・ロゴ氏埼玉大学院

生 
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【アンケート集計結果】   

  総参加者     2１人 

         受講生      １５人  

         アンケート回収  １０人（回収率６７%） 

 

Ｑ１．  今回の講座、受講をされて満足をされましたか。 

1. 大いに満足  ５（５６％）      

2. 普通     ３（３３％） 

3. 不満     １（１１％） 

       ９（１００％）     

Q2． 不満と回答された方にお尋ねします。 

回答 講義内容に不満 

 

Q３． ご不満の内容を具体的に記入ができましたら、お願いいたします。 

     富士見市の生涯スポーツの課題と現状を聞けなかった（６０代男性） 

     講座は「大いに満足」だが生涯スポーツが聞けなかった（６０代男性） 
 
Ｑ４．来期以降の「行政と市民生活」講座について、取り上げてもらいたいテーマが 

ありましたら記入お願いします。 

記載なし 
      
Ｑ５． 回答者の所属についてお尋ねします。 

① 女性     ３   ① ５０歳以下   ０ 

② 男性     ８   ② ５０～６０歳  １ 

         ③ ６１～７０歳  １ 

           ④ 7１歳以上    ８  

    

Ｑ６ 市民大学に対する要望や「行政と市民生活」に対する提案ご意見を記入下さい 

       今日は楽しかった（７０代女性） 

 

 

 

 

 

 

 

【講座のあらまし】（講座説明資料パワーポイントの抜粋掲載） 
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【講座のあらまし】（講座説明資料パワーポイント抜粋掲載） 

 

１．オリンピック・パラリンピックについての全般説明 
 
 1. オリンピック（五輪）とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.オリンピックシンボル（五輪マーク） 

   
五個の輪：五大陸(ヨーロッパ、アメリカ、アジア、オセニア、アフリカ大陸) 

W の 形：world（世界の W） 

五 色：自然現象 水（青）、砂（黄）、土（黒）木（緑）、火（赤）   

        スポーツ 水分（青）体力（黒）技術（黄）情熱（赤）栄誉（緑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

３．オリンピックの誕生（歴史） 

 

• １８９６年に始まった近代オリンピック。その前身は、古代ギリシアで行われてい

た「オリンピア祭典競技」いわゆる古代オリンピック。  当時は宗教行事（神様を

あがめる）でスポーツや芸術のお祭りだった。 

• オリンピックが４年に１度開かれる理由は？  古代ギリシア人が太陰暦を使ってい

たから。（八年の半分） 

• 競技は約 192ｍを走る競争の一つだけ。 

 

４．パラリンピックとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．パラリンピックのシンボルマーク 

 
このシンボルマークは「スリーアギトス」

と呼ばれています。 「アギト」とは、ラテン

語で「私は動く」という意味で、困難なこと

があってもあきらめずに、限界に挑戦し続け

るパラリンピアンを表現しています。  

赤・青・緑の三色は、世界の国旗で最も多

く使用されている色ということで選ばれまし

た。 

 

６．パラリンピックの誕生（歴史） 

• １９４８年７月２９日、ロンドンオリンピック開会式に合わせ、イギリスのストー
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ク・マンデビル病院で１６名（男子１４名・女子２名）の車いす患者（英国軍人）

がアーチェリー大会を開催した。これがパラリンピックの原点。 

• １９５２年国際大会として開催した大会を第１回パラリンピックと呼ぶ。戦争で負

傷した兵士たちのリハビリテーションとして「手術よりスポーツを」の理念で始め

られた。 

７．◆パラリンピック競技種目 ： 夏２２、冬６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・シンボルマークの説明 

   ・富士見市のオリンピアンと活躍選手 

   ・聖火リレー 

   ・オリパライベント、サポーター 

 

８．東京オリンピック大会開催決定 

• ６１年前の１９５９（昭和３４）年５月２６日西ドイツ（当時）のミュンヘンで行

なわれた IOC（国際オリンピック委員会）総会で投票。１９６４年第１８回オリンピ

ック開催地に東京が決定した。 

• ２０１３年９月７日、ブエノスアイレスで開催され、第１２５次 IOC 総会にて開催

地選定投票が行われ、２０２０年の開催都市が     東京と発表された。 

９．東京２０２０大会・選手村  

 

 

 

 

ゴールゴール シッッテングバレー 車椅子バレー 

車椅子ラグビー

バレー 

モッチャ サッカー 
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１０．富士見市のオリンピアン         

 

 

 

 

 

 

１１．オリパラ２０２０競技大会関連（7.28＆8.25） 

１年前イベント事業開催 

 

 

 

 

 

１２．富士見市を聖火リレー 

 

 

 

 

 

 

レスリング金メタリスと 

小原 日登美 選手 
男子柔道（視覚障害） 

高橋 秀克 選手 
日本ハンドボールリーグ 

（大崎電機ホームゲー

ム） 

聖火ランナー 

中谷 奏空 さん 

R３年 7 月６日（火曜日） 

「鶴瀬西ゆうゆうの丘公園」をスタートし 

三芳町・ふじみ野市へ 
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１３．東京２０２０コミュニティライブサイト開催 

競技中継や競技体験会等イベント（2021 年予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．富士見ＴＯＰサポーター 
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２．生涯スポーツについて 

 １．生涯スポーツとは 

 生涯を通じて、健康の保持・増進やレクリエーションを目的に「だれもが、いつで

も、どこでも気軽に参加できる」スポーツをいう。 

 

スポーツ基本法では、すべての国民にスポーツをする権利と楽しむ権利があるこ

とを明確にし、生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営む上で不可欠なも

のと示されております。単に体を動かすだけでなく、人々に「楽しさ」や「喜び」を

もたらす重要な役割を担っている。 

※スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）抜粋 

 

２．富士見市スポーツ推進計画 

    スポーツでキラリ☆と健康！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本計画におけるスポーツの定義 

 
対称：子どもから高齢者、障がいのある方まで 
 
①「する」スポーツ 

②「観る」スポーツ 

③「支える」スポーツ  

 

※年齢、レベルに関わらず自らの意志で目的を持って体 を動かす行為  
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３．ホストタウンの取り込み 

 １．ホストタウンとは 

  
   東京大会の開催により、多くの選手・観客等が来訪する機会にスポーツ・文化・経済

等の多様な分野において交流し、地域の活性化に活かす。2021年を越えた末永い交流

の実現を図る。 

 

ホストタウン登録数４３２件  

      自治体５０３市町村（9月末現在）  

 

 ２．共生社会ホストタウンの取り組み 

 

   共生社会ホストタウンとは  
パラリンピアンの受入れを契機に、各地における共生社会の実現に向けた取組み

を加速させ、2021 年以降につなげていくもの。 

 

・パラリンピアンとの交流 

・ユニバーサルデザインのまちづくり 

・心のバリアフリー 

 

 共生社会ホストタウン登録数９２件  

       自治体９６市町村（9月末現在）  

 

３．セルビア共和国のホストタウン 

共生社会ホストタウンに登録 
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４．◆ホストタウン事業 

  １．セルビア語講座＆料理教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．富士見市×セルビア共和国 

ホストタウンフレーム切手を発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．パラリンピアンとの交流 
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４．セルビア出身ソプラノ歌手リサイタル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．各種競技の事前キャンプを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．各種競技の事前キャンプを実施 
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４．事業効果～レガシー創出 

・スポーツを「する・観る・支える」 

    まちづくりへの貢献 
 

 オリンピック・パラリンピックという絶好の機会を活かし、競技体験や競技観戦、

選手との交流などを通じて、市民一人ひとりがスポーツの素晴らしさや感動を心に

刻み、スポーツに関心を持ち、親しむきっかけを生み出します。 

 

・国籍や障がいの有無など垣根のない共生社会の実現  

   

 国際・文化交流など様々な面での人と人とのつながり、共生社会ホストタウンとし

ての取組みにより、オリンピック・パラリンピックを一過性のスポーツイベントとし

て終わらせることなく、誰もが暮らしやすい共生社会の実現につなげます。 

 

２．後半の講義 （セルビア共和国について） 
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